　　　　　2016年11月
日本文化政策学会 第10回研究大会　企画フォーラム募集要項
（一般公開・入場無料）
日本文化政策学会 第10回研究大会
プログラム委員長　片山　泰輔

１．名　　称　日本文化政策学会 第10回研究大会「企画フォーラム」

２．日　　時　2017年3月26日（日） 午後を予定

３．場　　所　静岡文化芸術大学（JR浜松駅　徒歩１５分）

４．概　　要・会員が企画・運営する90分ないし120分のフォーラム企画を募集します。
・文化政策に関連するテーマと企画を自由に構想し、議論の場を開いて下さい。
・来場者は、自由に議論に参加します。

５．企 画 数　3企画程度
　　　　　　・応募多数の場合はプログラム委員会で選考します。
　　　　　　・選考の際は若手会員の企画を優先します。
　　　　　　・プログラムの関係で別の時間・会場での実施を提案する可能性もあります。

６．応募条件・企画代表者は、日本文化政策学会会員であること。
・企画に関する経費は、応募者の負担となります。（ゲスト等の謝金・旅費含む）
・応募時に企画のすべてが確定している必要はありませんが、主なゲスト等の参加内諾を得ていることが望ましいです。

７．会場運営　企画応募者がレジュメ準備・配布・機材操作をしてください（ＰＣ･ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰあり）

８．申込締切　2016年12月28日(水)２４時（締切時間を過ぎた申込は無効です） 

９．採否の通知　2017年1月下旬

10．申込方法　所定の申込書に記入し、大会事務局まで電子メールにてお申込みください。
申込書フォームは、学会Webサイトでダウンロードできます。



（申込先／発表に関する問合せ先）
　　　　日本文化政策学会第10回研究大会事務局
〒430-8533 浜松市中区中央2-1-1
静岡文化芸術大学文化政策学部中村美帆研究室内
  e-mail:　jacpr10th@suac.ac.jp
  電話: 053-457-6143
※e-mailでのお問い合わせにご協力をお願いいたします。


参考：過去の企画フォーラムのテーマ一覧

第3回年次研究大会（東京藝術大学、2010年1月）※「若手フォーラム～政策夜塾」として開催
・公開ゼミ「自治体文化行政が真に市民協働となるためには？～対等な関係構築に向けて」
・「「共同財」としてのアートを支える経済的しくみ」
・「文化ホール指定管理者に、あなた（たち）も、立候補してほしい！」
・「少女には歌劇を、少年には野球を―小林一三の文化政策」
・「日本におけるコンテンツ政策からみた文化政策」
・「芸術文化振興施策の役割分担を考えるラウンドテーブル～芸術文化振興施策の《マッピング》を通じて」
・「ホール・参加者・サポーター・専門家が期待する西新井文化ホール
　　スチューデント・プロデュース・コンサート（SPC）～市民による事業企画の可能性～」

第4回年次研究大会（神戸大学、2010年12月）※「若手フォーラム」として開催
・「芸術のための社会包摂？　社会包摂のための芸術？」
・「アートは誰のものか？　コミュニティは誰のものか？」

第5回年次研究大会（早稲田大学、2011年12月）
・「文化政策はいかにして可能であるか～文化政策学の根拠を問うことからの展望～」
・「アートプロジェクトとは何か？～地域社会の「戦略」と芸術の「戦術」～」
・「文化政策と『新しい公共』とはどうつながるのか」

第6回年次研究大会（鳥取大学、2013年3月）※「カフェ企画」として開催
・「地方における文化芸術環境づくりの課題と展望―京都府北部地域の取組事例をもとに―」
・「文化政策、アーツ・マネジメントのための芸術経営実態統計のあり方―みんなで語ろう「欲しいデータ」―」

第7回年次研究大会（青山学院女子短期大学、2013年11・12月）
・「こどもの城、青山劇場、青山円形劇場を考える ～文化政策の視点から～」
・「制作者ミーティングというフラットな場を通してコミュニティ・プログラムについて考える」

第8回年次研究大会（京都橘大学、2014年12月）
・「中小都市の再生とは何か―芸術・人・制度の観点から―」
・「文化政策と科学・技術政策の対話」

第9回年次研究大会(高崎経済大学、2016年3月)
・「行政改革による自治体文化政策の変容― 文化のInstrumentalismによって「市民文化」は消えたのか ―」
・「日本型アートプロジェクトを巡る国外の視点― マレーシア、インドネシア、米国、英国の事例から ―」




日本文化政策学会　第10回研究大会　企画フォーラム申込書

申込締切　2016年12月28日（水）２４時
申込先	e-mail ： jacpr10th@suac.ac.jp
※企画代表者は日本文化政策学会会員に限られます。
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